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「スパイラル」はコープしがのシンボルマーク。

巻貝・波紋・風などの自然を象徴し、

さらに求心と拡大、進化の軌跡などの発展を表しています。

公式Facebook 公式YouTube公式Instagram公式ホームページ 採用ページ 公式LINE

●用紙：責任ある木質資源や再生資源を使用したFSC®認証用紙
●インキ：環境配慮型インキ（植物油インキ or ノンVOCインキ）
●印刷：有害な廃液を排出しない水なし印刷

コープしがキャラクター
ぱくぱくくん



新
たな

活動
・行動コンセプト

　2023年度は、コープしが設立30周年という節目の年でした。この一年、事業
と活動を円滑にすすめてこられたこと、ご支援、ご協力をいただいたすべての方々
に感謝いたします。

　滋賀県に生協が誕生したのは約50年前、1970年代のことです。当時は環境汚染、
有害食品の氾濫、健康破壊という高度経済成長の中、くらしを守るために消費者
が力を合わせ、県内に4つの生協が誕生しました。

　それぞれの生協は、食の安全とくらしの安心への願いを生協に寄せ合って、願
いの実現に向けて事業や活動をすすめてきました。そして30年前の1993年3月、
4つの生協の力を結集してひとつの生協にすることで、多くの方々から支持や共感
をいただけることをめざして、生活協同組合コープしがが誕生しました。

　これまでの30年、社会や経済のありようも随分と変化し、私たちのくらしも変
わってきました。どのようにくらしが変化しようとも、くらしから生まれる組合
員の声と、声に込められた想いや願いをみんなで受け止めて、事業や活動で形に
するために努力してきた組合員、役職員の姿勢がコ―プしがの信頼へとつながり、
現在に至っているのだと認識しています。このような生協の運営の軸を大事に実
践し、継承してこられた先人のみなさんに感謝いたします。

　さて、30周年に際して、将来のコープしがを築いていくにあたって「みんなごと」
を合言葉に事業と活動・運営をすすめていく一歩を踏み出しました。「みんなごと」
とは、関わることを避けずに「受け止める」、そして「みんなで解決していく」とい
う意識を持つことです。私たちは「みんなごと」の思考と行動を習慣になるよう努
力し、地域とともに未来を展望できる生活協同組合へと進化していきたいと考え
ています。その具体的な一歩として、湖北の地域で育まれた移動店舗の精神を引
き継ぎ、地域の方々との協同で２号車まで稼働することができました。

　また、消費生活協同組合法の理念に則り、健全な事業運営など他の模範と認め
られた生協に授与される厚生労働大臣表彰も受けることができました。

　私たちが掲げる理念「ともにつくる　笑顔あふれる未来」は、想いや願いを出し
合い、共感し合い、ともに考え、そしてかけがえのない人と人とのつながりの中で、
笑顔あふれる未来をめざして不断の努力を行うことを誓ったものです。様々な地
域や団体のみなさんと共生社会の一員として、真面目に地道に、この理念の実践
に励んでまいります。

　今後とも変わらぬご指導、ご支援をよろしくお願いいたします。
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特 集

編集方針

　「コープしがCSRレポート」は、コープ

しがが果たすべき社会的責任（Corporate 

Social Responsibility:CSR）と社会課題

解決のために行っている取り組みを、ス

テークホルダーのみなさまにご理解いた

だくことを目的に発行しています。

　2008年の発行から数えて17回目とな

る今回は、独自視点の「5つのたいせつ」

に基づいた構成とし、コープしがの活動

をより分かりやすくお伝えすることを心

がけました。

　コープしが理念「ともにつくる　笑顔

あふれる未来」のもと、持続可能な社会

の実現に向けてどのような取り組みを

行っているのか紹介しています。掲載は

活動の一部ですがみなさまにご覧いただ

ければ幸いです。

2023年度活動報告

コープしがの組織概要

「みんなごと」をすすめて、
	 ともにつくる笑顔あふれる未来へ

理 事 長 　
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■■  ■ ■ 

2030年ビジョン実現に向けた取り組み
〜コープしがの2023〜

特 集

フードドライブの取り組み
　コープしがの各事業所にフードBOXを設置し、組合員か
ら余剰食品の提供を受け、「フードバンク滋賀」・「フードバ
ンクびわ湖」・「フードバンクながはま」・「甲賀市社会福祉協
議会」を通して必要とする
人に届ける「フードドライ
ブ」の取り組みを行ってい
ます。
●2023年度
フードBOX回収量：
7,181.5kg

しが子どもの笑顔
はぐくみサポート基金
　貧困や様々な悩みを抱える子どもた
ちが“笑顔”で暮らせるように応援す
る基金を2022年1月に創設しました。
組合員が宅配、店舗で提供する県内商
品・地場産農産物の利用を通じて、子
ども達や県内生産者を応援できる取り
組みです。積み立てた基金は、年度末
に1年間分を、滋賀県社会福祉協議会
がすすめる「子どもの笑顔はぐくみプ
ロジェクト」に寄付しています。

　2030年ビジョン「やくだつ・つながる・ひろがる」は、コープしが理念「ともにつくる笑顔あふれる未来」を実現する
ための10年後のありたい姿です。今までも、これからも組合員の期待に応え、くらしに役立ち続けることを目指しています。
　2023年度はありたい姿の実現のための「土台づくり」として位置づけ、取り組みをすすめました。

食の安全・安心を大切に、一人ひとりのくらしへの役立ちを高め、生涯を通じて利用できる事業
をつくりあげています。

誰もが安心してくらせることをめざし、地域の中での役割を担っています。

大多数の人々の理解と共感、つながりを力に、持続可能な社会への取り組みを広げています。

組合員と生協で働く誰もが、活き活きと輝き、より良いくらしづくりをめざして持続可能な経営
を続けています。

「わたSHIGA輝く国スポ・障スポ」
　滋賀県との包括的連携協定に基づき、「わたSHIGA輝く国
スポ・障スポ（第79回国民スポーツ大会・第24回全国障害
者スポーツ大会）」に協賛しています。オフィシャルサポー
ターとして、2025年の開催成功に向けて県民への認知度向
上に取り組んでいきます。

マグネットシートを貼付した配送車両
第41回通常総代会（2021年6月11日）で承認されました

「厚生労働大臣表彰」を受賞
　健全な事業運営を行い、他の模範と認められる消費生活協
同組合に贈られるもので、コープしがは「地域社会発展に向
けた取り組み」や「組合員と役職員ですすめる環境保全の取
り組み」、「行政との連携・協力による取り組み」が功績とし
て認められました。

コープしが2030年ビジョン
～やくだつ・つながる・ひろがる～

2030年のコープしがは…

1

2

3

4

　生活協同組合コープしがは2023年3月21日に30周年を迎えました。
　合併当時7万人だった組合員数は、今では22万人を超え滋賀県全体の約37%の世帯が加
入する大きな組織になりました。
　当時の合併趣意書に込められた想いは、コープしが理念「ともにつくる笑顔あふれる未来」
に息づいています。
　「これまでも、これからも」コープしがは人と人とのつながりを大切にしながらすすんで
まいります。

30周年企画と題して、「みんなごと」を合言葉にたくさんの取り組みが実現しました。

30周年記念講演会
「あの生協の白石さんがやってくる！」

みんなで創ろう！30周年記念商品プロジェクト
「コープの森からうまれた鍋敷き」

30周年記念番組（びわ湖放送）
「コープしがスマイルスタジオ」

滋賀県みんなごと化プロジェクト

アンバサダープロジェクト

30周年記念開発商品

※その他、「5つのたいせつ」ページでも取り組みを紹介しています。

コープしがは30周年!
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運営

出資

利用

コープしがのCSR

　SDGsのめざすものは、コープしがが理念として目指す「ともにつくる 笑
顔あふれる 未来」のゴールと同じです。
　くらしの営みは、ずっと続きます。私たちが取り組んでいる多くの事業や
活動は、SDGsの17の目標と何らかの関わりがあります。
　またコープしがは、私たちが安心して暮らすために、一人ひとりの小さな「私
にできるコト」が寄せ合って大きな力になる投げかけやきっかけづくりをす
すめています。
　コープしがは、人が大切にされ誰もが安心して笑顔でくらせる社会を目指
して、組合員、役職員、地域の人々と力を合わせていきます。

　役職員は、組合員のくらしづくりに貢献する使命を持っ
ています。各々に与えられた役割や職責を全うしていくた
めに、コープしが職員像をもとに「コープしが職員人財育
成方針」を定めています。

　コープしが2030年ビジョンの実現に向け、2021年4月
1日より3カ年の計画として一般事業主行動計画の推進をす
すめてきました。目標として定めていた職員の育児参加を
促進、期間中の育児休業取得
者を男性１名以上、女性90％
以上の計画に対し、男性15名、
女性92.3％の取得となり働き
やすい職場づくりが前進しま
した。

　2023年度は新型コロナウイルス感染症が感染症法上の５類に移行されたこと
にともない、会議の場へ「つどうこと」、「話し合うこと」をたいせつにすすめ、
会場参加される総代は増加し、たくさんの意見が出し合われました。あわせて、
参加しやすい環境づくりとして、引き続きオンラインや休日の開催に取り組んだ
ことで、多くの総代が参加しました。

働きがいのある職場づくり

コープしがとSDGs

コープしが職員像 コープしがの職員は一人ひとりが自立し集団の力で前進します

三つの心得
1.  さわやかな笑顔で元気良く挨拶します
2.  約束や職場のルールは必ず守ります
3.  誰にでも正直、親切、丁寧、素直に接します

行動綱領五箇条
1.  人の傷みがわかる心をもち、地域社会に奉仕します
2.  常にコスト意識をもち、ムダ・ムラ・ムリをなくします
3.  いかなる仕事も情熱をもって最後までやり遂げます
4.  豊富な知識を身につけるため、努力を惜しみません
5.  健全な精神、健康な身体を維持します

　生協は「生活協同組合」の略で、数ある「協同組合」のひとつです。
消費者一人ひとりがお金（出資金）を出し合い組合員となり、協同で運営・利用します。
　「よりよき生活と平和」をめざし、「よりよいものをより安く」「健康で豊かなくらし」
という願いを実現するためにつくった自発的な「協同」「助けあい」の組織です。

生協とは

 2023年度の機関運営

［コンプライアンス］
　コープしがで働く私たち一人ひとりが、法令及び規則、ルー
ル、社会的規範を守り行動するため、コンプライアンス基本方
針・自主行動基準を定めています。

［リスクマネジメント］
　コープしがの全業務に関わるリスクを洗い出し、個々に分析・
評価を行い、リスク管理表を作成し、リスク教育を行い、発生
防止に努めています。

［個人情報保護］
　個人情報保護法にもとづき組合員データを適切に管理してい
ます。個人情報は規定やルールを明確にし、適正に取得・利用・
管理・廃棄の手順を定め、職員教育を徹底しています。

［危機管理］
　重大なリスクが発生した場合、速やかに対応するため危機管
理規程や危機対応マニュアルを定め、訓練等を行っています。

 内部統制基本方針に基づく運営

多くの人の意見や想いにふれて、自分では気づかなかったことがたくさんあると感じました。
商品を購入するだけでなく運営に関わっているひとりであることに気づきました。

総代会関連会議に参加された総代の声（アンケートより）

　機関運営　

　コープしがの機関は、組合員の代表である
総代が方針や事業計画などを決定する総代
会、総代会で選任された理事会と組合を統轄
し業務執行する代表理事、その決定や業務
執行を監視する監事で運営を行っています。

　　総代会　

　生協の最高意思決定機関です。組合員の代表である「総代」
が参加し、「昨年度の取り組みが、組合員の意思に沿って行われ
たか」「今年度の取り組みが組合員のくらしに貢献できるか」を
判断し議決します。また、定款・規約の改定、役員の選出も総代
会で行います。組合員が運営し、議決権を持つのも組合員である
「総代」だけです。

　理事会　

　理事会は毎月開催し、総
代会で承認された方針の
意思決定と代表理事や常
勤理事会の日常業務の執
行状況を確認しています。

　監　査　

　総代会から負託を受け理事会の
業務執行を監査する「監事監査」、
会計監査法人による「外部監査」、
内部監査担当による「内部監査」
の三様監査でチェックしています。

監　事

外部監査

内部監査代表理事：業務を執行

互選

理事会：重要事項を決定、
　　　　業務執行を監査 監査

選任 選任

組
合
員

選出
総代会：決算を承認、事業計画・予算を決定

総代総代

（22万人）

（510人）

● コーポレートガバナンス

（26名） （5名）

理　念

私たちは、くらしへの想いや願いを出し合い、共感し合い、
ともに考える、そのような人と人とのつながりを大切にします。

私たちは、つながることで安心と信頼を育み、ともに歩むことで
笑顔あふれるくらしを創造し、次代へと継承していきます。

誰もが活き活きと働ける
職場環境の構築

機関会議の様子
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コープしがの事業紹介

生協の役割は、組合員の「くらしを良くする」こと。

事業を通して組合員の想いや願いを実現できるよう、組合員の声に耳を傾けています。

生協の商品やサービスの一つひとつが組合員の声から生まれ改善されていきます。

宅配事業
安全・安心の商品を便利にお届けします。
　宅配は県下９か所の宅配事業センターから、毎週約11万か所に安全・
安心の商品をお届けしています。子育て世帯、高齢者、お勤めで忙しい組
合員のくらしを様々な商品やサービスで応援しています。コープしがでは、
決まった担当者が、毎週決まった曜日・時間に、組合員に商品をお届けす
るとともに、見守りなどのお役立ちができると考えています。
●2023年度新規加入人数（宅配）：8,057人

店舗事業
新鮮な商品と品揃えの良さにこだわっています。
　コープしがのお店は、「おいしさ」「楽しさ」「あったかさ」をコンセプト
に、組合員の声に応え、毎日のくらしと食を応援しています。ぜぜ店・も
りやま店・かたた店・ながはま店の４店舗で、買い物に不自由されている
方の支援などもおこない、地域で一番やさしいお店を目指しています。
●2023年度新規加入人数（店舗）：2,934人

コープのお店にある商品を買いに行った際、その商品の相談に親切にのっていただき、気持ちよくお買い物することが
できました。どのスーパーにも同じようなものがありますが、やっぱり人の対応が大切ですね。

利用者の声

共済事業
組合員のくらしの安心を広げるCO･OP共済
　CO·OP共済は「自分の掛け金が誰かの役に立つ」という組合員どうしの助け合いです。手頃な掛け金でしっかりと
組合員の家族みんなの保障となるよう、CO·OP共済は組合員の声で充実していきます。
　お誕生日には「おかわりございませんか」の手紙を届けて、「請求忘れゼロ」を目指しています。
●2024年3月現在契約件数：113,543件

入院しなければならないとなった時に“コープ共済がある”というのは安心でした。気持ちを落ち着けて、入院治療・病気
療養ができるのは弱っている時には本当にありがたいものでした。

ありがとうの声（共済金支払い時アンケートより）

介護事業
　コープしがは、福祉を「一人ひとりの人が社会的つながりの中で、そ
の人らしさをもって幸せに生きること」ととらえ、組合員、地域の方々
とともに「くらしを創造する福祉」を目指しています。
■ケアプランセンターぽこ野洲（居宅介護支援）
　住み慣れた地域で、生き生きとしたくらしを支える居宅介護支援
■ヘルパーステーションぽこ野洲 
　（訪問介護・障がい福祉サービス（居宅介護）・ 介護保険外サービス）
■ヘルパーステーションぽこ守山 （訪問介護・介護保険外サービス）
　その人らしいくらしを護る訪問介護

夕食サポート事業
笑顔の食卓をサポートします。

　夕食宅配「つながり」は、高齢者、一人暮らし、共働き、育児などで毎日
の夕食づくりに困っておられる方を夕食のお弁当宅配を通じてサポートしま
す。事業開始から減塩おかず、やわらかおかずの開発など組合員の声に応え
てきました。これからも、楽しく健康的な食生活を応援していきます。

仕事から帰るのが遅いので、夕食を作るこ
とが出来なくなり、コンビニやインスタン
トばかりだと偏りがあるので、ちゃんとし
たおかずがあってすごく便利です。

利用者の声

コープながはま店の共済カウンターでは、
季節に合わせた可愛らしい衣装のコーすけが組合員をお出迎えしました。

「ぽこ」は2013年組合員から公募し、「ポコ・ア・ポコ=少しずつ、一歩ずつ」という
意味を込めて名付けました。

みらいのエネルギー社会につながる電気をお届けします。

エネルギー事業（コープでんき）

　コープでんきは2023年10月より(株)大阪ガスの取次事業に変更しました。エネルギー社会の
みらいを考え、再生可能エネルギーの促進やCO2排出量の削減に積極的に取り組んでいきます。
引き続き、コープでんきを身近に感じ安心してご利用いただけるようにすすめています。
●2023年度契約件数：5,749件
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「ふだんのくらしのしあわせ」を実感したい。
私たちは、人々のささえあい・助け合いの活動を
すすめ、みんなが幸せになることを目指します。

子育ての見守り

自治ステーション

　自治体から業務委託を受けて、1歳未満の赤ちゃんがいる
ご家庭に、毎月おむつなどを届けています。子育て経験のあ
る専任スタッフが、子どもやお母さんの健康状態の確認・悩
み事の相談など、孤独になりがちな子育て中のお母さんを支
援しています。2024年4月からは新たに近江八幡市で「お
むつおとどけ みまもり便」がスタートしました。
※甲賀市「こうか・おむつ便」/ 甲良町「見守りおむつお届
け便」/ 東近江市「見守りおむつ宅配便」

　買い物が不自由な地域の支援や居場所の活性化にお役立ち
するために、宅配の商品を受け取るステーション機能を活用
して、その場所が地域の「集う場」のきっかけになるように
地域の方々とともに開設を進めています。第3号は、米原学
びあいステーションで開設されました。

できるコトづくり制度の助成と支援
　2018年に創設された「できるコトづくり制度」は、「想
いや願い」を持った団体が新たな一歩を踏み出すための「学
びの場（できるコトづくり講座）」の提供と、その「想い
や願い」を実現させるために必要な「資金助成（できるコ
トづくり助成）」からなっています。2023年度は「はじ
めて助成」9団体、「活動助成」8団体に助成を行いました。
※2022年度からの継続申請含む

　2023年度「はじめて助成」の助成団体「手話サロンPocKy（旧 手話カフェ PocKy）」のみなさんは、聴導犬についての認
知度向上や、手話の普及などを目的として活動されている団体です。サロンでは聴導犬ポッキーも活躍し、身体障害補助犬や
手話について楽しく学べる場所となっています。

「月に一度定期的に見守りに来ていただくことで、直近
の悩みや不安など話を聞いていただくことができ、とて
もありがたく感じています。」

ご利用者の声（アンケートより）

組合員どうしの助け合い「ささえあいサポート」
　ささえあいサポートはくらしのこまりごとを組合員どうしで助け合う活動です。
お手伝いするのは、組合員とその家族のみなさんです。地域ごとに組合員で構成
するコーディネーター会が依頼受付やサポーター手配など、運営を担っています。
●2023年度ささえあいサポート利用件数：3,089件

事前打ち合わせをしていただき、留守中のお花の水
やりをお願いしました。帰ってきたら、植物が生き
生きと大きく成長していました。

ご利用者の声（留守中の庭の水やりの依頼）

初めて一人でサポートしました。利用者さんに聞き
ながらの作業でした。ちょっとでも役に立てていた
らいいなと思いました。

サポーターの声（お家の掃除の依頼）

子ども虐待防止「オレンジリボンキャンぺーン」
　滋賀県では、11月のオレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーンを中心に、
子どもを虐待から守るメッセージリボンである「オレンジリボン」により広報啓発
を行い、児童虐待について考えるきっかけとしています。コープしがもこの趣旨に
賛同し、職員や従業員がオレンジリボンを着用しています。

キッチンカー健康教室
　食を支えるコープしがが「地域での健康づくり」のお役立ちと
して行っている出前型の健康教室です（無料）。
　赤いキッチンカーで滋賀県内の高齢者サロンや老人クラブ、子
育てサークルなどに伺い、クイズを交えながら健康のお話やレシ
ピを紹介しています。
●2023年度開催回数：95回 健康教室の様子 キッチンカー

「手話サロンPocKy」によるイベント開催の様子

近江八幡市「おむつおとどけ みまもり便」出発式（2024/4/11）

お届けの様子

「沖島のやさしいアイス」店頭販売会の開催
　「沖島のやさしいアイス」は、“沖島子どもチャレンジ特産品開
発事業”として6年前に誕生した商品で、沖島の子どもたちが企画
し、東近江市の池田牧場が商品づくりを、コープしがが販売を担
当しています。6周年の2023年度は、昨年に引き続きコープもり
やま店にて沖島小学校の小学生による店頭販売会を実施しました。
　生徒の皆さんによる元気いっぱいの声かけや店内放送などの頑
張りで、638個を販売しました。
●2023年度実績：6,380円寄付（1点10円） 沖島小学校の生徒の皆さん 沖島のやさしいアイス

（2023/9/13）

ここは地域のための施設という役割があります。コープ
しがも地域のために運営されており、ともに目指してい
る方向は一緒です。同じ目的を持った者どうし、もっと
良い交流や癒しの場になればと思っています。

自治ステーション代表者の声
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滋賀県の約６分の１を占めるびわ湖。
周囲の緑豊かな山々や田園風景は、
私たちのくらしにやすらぎを与えてくれます。
コープしがではふれあう体験の場を通じて
びわ湖や自然を大切にする心を育んでいきます。

　コープしがでは、毎年9月の第1土曜日を「びわ湖の日」と
定め、「びわ湖清掃ウォーク」を開催してきました。ここ数年は、
新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、身近な人たち
と地域で取り組めるびわ湖と周辺の環境活動をすすめてきま
したが、第14回目となる2023年度は4年ぶりにびわ湖岸に
一堂に会して、「清掃ウォーク」を開催することができました。
　また、2023年度はコープしが30周年を記念して、大津市
と彦根市の2カ所で同時開催。両会場で合計580人の組合員・
役職員が湖岸の清掃を行った後、「びわ湖〇×クイズ」や地
元の学校の吹奏楽部による演奏を楽しみました。また、県内
のゆるキャラの登場や共同作業所の出店もあり、30周年に
ふさわしい盛りだくさんの内容となりました。

しがのふるさと支え合いプロジェクト
　滋賀県の「しがのふるさと支え合いプロジェクト」協定を活用して、高島市マキノ町知内の
自然環境での田植え・稲刈り体験、「魚のゆりかご水田」での生きもの観察会、お米のお渡し交
流会を実施しました。この取り組みにより地域の活性化や交流が生まれています。

びわ湖清掃ウォーク 2023（2023/9/2）

下草刈り風景

野洲のおっさん
びわ湖１周ごみ拾い行脚

　びわ湖放送でおなじみの
「野洲のおっさん」は、取
り組みの趣旨をコープしが
の「びわこ＊たいせつ」活
動と同じくすることから、
協賛をしました。

（2024/2/10）
コープの森あぶらひ
森林ボランティア

　18日は雨天の影響もあり残念ながら延期となりましたが、
19日は晴天の中で無事に開催することができました。当日
はパートナー協定延長のセレモニーを行った後、どんぐりプ
ロジェクトエリアにて木の周りの下草刈りを行いました。

（2023/11/19）
　近江八幡市にある西の湖でのヨシ刈りボランティアにコー
プしが職員も参加しました。コープしがは、ヨシを通した環
境活動に賛同する「ヨシでびわ湖を守るネットワーク」の
パートナー企業に登録して地域の環境貢献活動に参加してい
ます。ヨシを刈り、活用することが、びわ湖の水環境や生態
系を守ることにつながっています。

ヨシでびわ湖を守る取り組み

コープもりやま店でのライトダウンの様子

田植え体験 「魚のゆりかご水田」での生きもの観察会 お米のお渡し交流会

CO2削減の取り組み
　家庭で使う照明を消してCO²の削減や地球温暖化につい
て考える夏のライトダウンキャンペーンには77組（220人）
が、冬のエコライフキャンペーンには47組（75人）の組合
員が参加し、エアコンの温度設定の変更、照明器具の消灯、
家電製品の使用方法の見直し、水の使い方など日々の暮ら
しの小さな積み重ねを大切にするエコライフにチャレンジ
しました。

・びわ湖のために何かできたと実感できる、
　楽しくやりがいのある時間でした。

・1人で参加しましたが、周りの方と話しながら
　楽しく出来ました。

・楽しかったです。5歳の息子も一生懸命ごみを
　見つけてくれていてよかったです。

毎年参加しています。自分のため節電のため！が環境保
護やエコにつながるのは嬉しいです。小さなことでも続
けよう！と家族と話して取り決めました。

参加者の声

参加者の声

野洲のおっさん コープかたた店
立ち寄りの様子

※「しがのふるさと支え合いプロジェクト」は、多様な住民や地域活動団体との協働による持続可能な農村づくりの取り組みです。
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犬を飼いたいという子どもと一緒に参加しました。
この学習会を通じて、よく考えて責任ある行動がとれ
るようになってほしいです。

いのちの大切さを考える学習会

コープしがは、平和な社会の実現をめざして、
命の尊さを考え、お互いの人権を守り安心でき
るくらしづくりを進める場を広げていきます。

　2回目となる動物の命について考える学習会を企画しまし
た。滋賀県動物保護管理センター（湖南市）にて、職員によ
る愛護学習や、施設見学を行い、殺処分の現状や動物の命を
守るために私たちに何ができるかを考える機会となりました。

「日本政府に核兵器禁止条約の署名・
批准を求める署名」の取り組み

　コープしがでは、2017年から、核兵器の廃絶を願う「ヒバ
クシャ国際署名」に取り組んできましたが、国連で採択された
核兵器禁止条約が発効した2021年以降は、「日本政府に核兵
器禁止条約の署名・批准を求める署名」に取り組んでいます。
●累計実績：18,035筆
●2023年度実績：724筆

滋賀での空襲について、本当に何も知らなかったです。
今住んでいる近くの空襲は衝撃的でした。自分の住む町
について、もっと学ばなければと心から思いました。

施設見学の様子

参加者の声

県内自治体との協定・覚書
（2024/4/4）

蒸気機関車避難壕（米原市）見学の様子

県内戦争遺跡巡り
　「平和」や「戦争」を身近な問題として捉えることを目指
して開催しました。県内にある戦争遺跡の見学やお話をお聞
きして、平和について考える機会となりました。

（2023/7/29）

　コープしがは、理念「ともにつくる 笑顔あふれる未来」の実現に向けて、ともにくらしづくりをすすめるためのつながりの
強化を目指し、滋賀県内市町の首長訪問と市町との協定締結をすすめています。
　現在、以下の自治体と見守りや災害時の協力に関する協定・覚書を結んでいます。

市町名 協定・覚書の名称

東近江市 東近江市と生活協同組合コープしがとの「子ども110番事業」に関する覚書

米原市 絆で築く安心なまちづくりに関する協定

草津市 「安心」が得られるまちづくりに関する協定

長浜市 地域コミュニティ活性化に関する連携協定　など

高島市 見守りネットワーク事業に関する協定　など

近江八幡市 近江八幡市高齢者安心見守り活動に関する協定　など

彦根市 彦根市高齢者安心・安全ネットワーク活動に関する協定　など

愛荘町 地域の見守りネットワークに関する協定　など

守山市 包括連携に関する協定　など

甲良町 甲良町「安心」が得られるまちづくりに関する協定

多賀町 まちづくりに関する包括連携協定　など

野洲市 野洲市見守りネットワーク協定

大津市 大津市高齢者等地域見守りネットワーク事業に関する協定　など

湖南市 安全で安心して暮らせるまちづくりに関する協定書

日野町 安全で安心して暮らせるまちづくりに関する協定書

竜王町 まちづくりに関する包括連携協定

豊郷町 まちづくりに関する包括連携協定

滋賀県 滋賀県と生活協同組合コープしがとの包括連携協定書　など

●県内自治体との協定・覚書一覧

　くらしは見守り・災害時の協力と限定されるものではなく、食や健康など多岐にわたるため、コープしが
では、お役立ちの可能性を広げるためにも包括連携協定をすすめていきたいと考えています。

　守山市との「包括連携に
関する協定」では、連携項
目に「環境保全・SDGsの
推進に関すること」を明記
し、コープもりやま店に使
用済み小型家電の回収ボッ
クスを設置しました。

守山市との「包括連携に関する協定」
協定締結式の様子（2024/3/26）

コープもりやま店に設置された
小型家電回収ボックス

参加者の声
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環境マーク 供給高（前年比） 供給点数（前年比）

エコマーク 666,360,990円（118.1%） 2,126,701点（120.5%）

FSC® 1,974,782,038円（123.6%） 4,100,381点（110.6%）

MSC 176,917,103円（117.4%） 473,307点（114.3%）

ASC 980,624円（27.2%） 2,670点（31.1%）

MEL 143,186,304円（118.7%） 286,778点（102.1%）

有機JASマーク 30,761,000円（80.6%） 130,198点（105.1%）

特別栽培農産物 62,577,324円（111.6%） 230,243点（111.0%）

レインフォレスト・
アライアンス 73,228,398円（77.9%） 199,041点（63.9%）

洗剤環境寄付
キャンペーン 41,099,708円（101.9%） 48,741点（81.2%）

RSPO 103,981,738円（106.7%） 581,094点（97.5%）

スラウェシ島
エビ養殖改善協力金 67,405,788円（96.8%） 65,920点（94.7%）

事業における環境報告

2018年度 2021年度2019年度 2022年度2020年度
委託会社 原単価子会社コープしが

単位：トン 単位：トン/億円
■ CO2排出量（組織別）
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食品廃棄物一般廃棄物（焼却処分） 産業廃棄物（廃プラ）
2021年度 2023年度2019年度 2020年度 2022年度

単位：トン
■廃棄物排出量

0

600

500

300

400

200

100

全体のCO2排出量は前年比88.1％となりました。供給高1億
円当たりのCO2排出量は16.5トンとなり、前年比89.2％と
なりました。
※ガス会社の2023年度CO2排出係数が環境省より未発表の
　ため、2022年度までの確定数値を掲載しています。

事業系の一般廃棄物は、食品返品削減の取組みなどに
より、前年比93.2％となりました。食品廃棄物は、店
舗の商品製造計画の適正化の取組みなどにより、前年
比89.4％となりました。

［CO₂排出量の削減の取り組み］ ［事業活動による廃棄物の削減］

環境に配慮した商品の普及実績

リサイクル回収実績（2023年4月〜2024年3月）
●2023年度リサイクル売却実績　　48,763千円

 循環型社会をめざして

 店舗回収物

年度
累計 46,276kg

（130.9%）

ペットボトル

牛乳パック
年度
累計 53,710kg

（97.6%）

ペットボトルキャップ
年度
累計 2,863kg

（142.8%）

年度
累計 9,039kg

（103.0%）

食品トレー

年度
累計 2,723,120kg

（87.5%）

商品案内書

回収率 65.3%（前年 -7.1%）

商品仕分け袋
年度
累計 30,724kg

（94.1%）
回収率 23.6%（前年 -0.2%）

※回収した牛乳パックの一部は、ただいまロールや
　おかえりティッシュにリサイクルされています。

 宅配回収物（　　）は前年比  宅配 · 店舗回収物（　　）は前年比

（　　）は前年比

たまごパック
年度
累計 21,752kg

（103.0%）

生協で回収したペットボトルをCO·OP
商品の包材にリサイクルしています。

※コープしがの店舗でスプーンやフォークなどのカトラリー製品を販売した
　収益の全額は、「びわ湖清掃ウォーク」の費用として活用しています。
　2023年度活用金額：6,200円

滋賀県が発行する地方債
「サステナビリティ・リンク・ボンド」の購入

CO2排出量40%削減に向けたロードマップ
　コープしがは2030年度には、2013年度対比CO2排出量の42.1％の削減を目指しています。
　2023年度はそのステップの1つとして、もりやま店・かたた店へ太陽光パネルの設置とEV車両（電気自動車）の導入を
開始しました。

　コープしがは、2023年9月に滋賀県が発行する地方債「滋賀県第2回サステナビリティ・リンク・ボンド公募公債」
の発行主旨に賛同し、環境の取り組みを支援することを目的に、本債券を購入しました。
　「サステナビリティ・リンク・ボンド」とは、あらかじめ定められた環境等の目標の達成条件に応じて財務的・構
造的に変化する可能性のある債券のことを指します。発行体があらかじめ定めた目標の達成条件によって評価される
ことで、発行体に目標達成に向けた動機付けを与える債券です。
　滋賀県がすすめる環境の取り組みについて資金面から参画し、持続可能な社会の形成に向けて取り組んでいきます。

コープしがは、正直に「くらしの安心とぬくもり」を提供します。
そして、人のつながりとびわ湖を大切にする心を育みます。

　コープしがは、「環境政策」に基づき、事業と活動の両面で地球温暖化防止や自然環境の保全、廃棄物の
削減などの取り組みをすすめています。「環境マネジメントのシステム」を独自運用して環境管理に取り
組んでいます。

もりやま店の太陽光パネル

リサイクルについて
詳しくはこちら

リサイクル可能な資源・リサイク
ルの流れをまとめたリーフレット
を作り、リサイクルを呼びかけて
います。

年度
累計 301,446kg

古紙・段ボール アルミ缶
年度
累計 862,982本

コープのお店に設置しているリサ
イクルステーションでは、アルミ
缶・古紙・ダンボールを回収し
て、リサイクルしています。
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●

長浜センター

高島センター

彦根センター

東近江センター

草津センター

甲南センター
南草津センター中央大津

センター

北大津センター
ゆめふうせん

●（株）ハートコープしが

コープもりやま店
コープもりのこ保育園

●コープながはま店

●（株）シガフードプロダクツ

●：コープしが子会社

コープぜぜ店

コープかたた店

●

●

草津事務所

 （株）コープシステムサービス
 （株）滋賀有機ネットワーク（AZ-COM滋賀内）

● （株）タクス

本部
ケアプランセンターぽこ野洲
ヘルパーステーションぽこ野洲

●●
●

ヘルパーステーションぽこ守山

コープしがの事業所 ・事務所一覧

コープしがのグループ会社コープしがの概要 （2024年３月20日現在）

名　　称　�生活協同組合コープしが

設　　立　�1993年３月21日� �
滋賀県内４生協が合併して発足。（大津生協・湖南生協・東部生協・北部生協）

本　　部　�滋賀県野洲市冨波甲972番地　TEL 077-586-1112（代表）

代表理事　（理事長）�白石 一夫　（専務理事）髙橋 剛太

組合員数　�22万3,862人

加 入 率　�37.0%（=　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

出 資 金　�134億9,727万円

供 給 高　�397億5,754万円�

職 員 数　�

本部・事務所・その他施設 ��������������������������
本部	 野洲市冨波甲972
ゆめふうせん	 大津市真野5-33-25
草津事務所	 草津市西草津2丁目1-1
ケアプランセンターぽこ野洲	 野洲市冨波甲972
ヘルパーステーションぽこ野洲	 野洲市冨波甲972
コープもりのこ保育園	 守山市勝部3丁目14-27
ヘルパーステーションぽこ守山	 守山市守山4丁目7-20
	 辻田ビル1階

店舗 ����������������������������������������������
コープぜぜ店	 大津市竜が丘1-1
コープもりやま店	 守山市勝部3丁目15-30

宅配事業センター �����������������������������������
南草津センター	 草津市笠山5丁目3-50
北大津センター	 大津市真野5-33-25
草津センター	 草津市上寺町可揩281-1
中央大津センター	 大津市国分2-226-22
甲南センター	 甲賀市甲南町市原303-6
東近江センター	 東近江市五個荘清水鼻町153-6
長浜センター	 長浜市西上坂町1020-1
彦根センター	 彦根市竹ヶ鼻町四反地224-1
高島センター	 高島市新旭町新庄799

株式会社シガフードプロダクツ
所 在 地：甲賀市甲南町寺庄330
事 業 内 容：食肉加工およびパック加工済み商品・畜肉加工品の販売
設立の目的：�生肉の生産、流通および加工までを一元管理し、安全・安心・良質な

肉を適正価格で安定供給するため

株式会社タクス
所 在 地：野洲市冨波甲972
事 業 内 容：保険代理店業、不動産事業、旅行事業
設立の目的：�組合員の暮らし全般をサポートするため、生協では扱えない事業分野

での事業展開を図るため

株式会社コープシステムサービス
所 在 地：近江八幡市長光寺町瓶割山951-4（AZ-COMロジスティクス滋賀内）
事 業 内 容：�産地パックの全量点検業務、原料加工業務、店舗輸送元請け業務、チ

ケット仕分け転送業務
※2024年10月大中フードセンターを稼働させ、弁当の製造販売を開始。その後、
惣菜・ミールキットの製造販売、農産物点検・加工業務などを順次開始予定

設立の目的：�流通に関する専門的なノウハウを導入し、適切な物流管理の遂行およ
びコープしがの物流費をコントロールするため

株式会社ハートコープしが
所 在 地：野洲市冨波甲963-1
事 業 内 容：�農産物の生産・加工・販売、宅配商品通い箱等の洗浄作業受託、食品

循環資源等の再生利用作業受託
設立の目的：�障がいのある方々の「働きたい」願いや自立の手助けの場を提供す

るため

株式会社滋賀有機ネットワーク
所 在 地：近江八幡市長光寺町瓶割山951-4（AZ-COMロジスティクス滋賀内）
事 業 内 容：�農産物、農産加工品の販売
設立の目的：�県内での産直有機農産物の産地づくりの推進と、農産物の物流拠点を

確立するため

コープしがへの期待と受け止め、これからもSDGsに基づく事業と活動を組合員のみなさんとともにすすめていきます。

「しが生物多様性認証制度」で、
2022年度最高評価の「３つ星」の
認証を獲得しています。

「供給高」とは
生協では、組合員の日常生活に必要な物資を
供給する事業であることから、「売上高」では
なく「供給高」という言葉を使用しています。

2024年3月20日現在の滋賀県在住の組合員数
2024年3月1日現在の県統計世帯数

コープかたた店	 大津市衣川１丁目17-1
コープながはま店	 長浜市宮司町1200

（内訳）宅配事業  304億3,119万円
店舗事業 84億9,701万円
くらしのサポート事業 1,648万円
夕食サポート事業 4億9,696万円
エネルギー事業 3億1,589万円

総合スタッフ 319人
エリアスタッフ 115人
シニアスタッフ 40人
嘱託スタッフ 36人
専属スタッフ 13人
福祉専任スタッフ 6人
登録ヘルパー 16人
定時·アルバイトスタッフ  1,005人
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「スパイラル」はコープしがのシンボルマーク。

巻貝・波紋・風などの自然を象徴し、

さらに求心と拡大、進化の軌跡などの発展を表しています。

公式Facebook 公式YouTube公式Instagram公式ホームページ 採用ページ 公式LINE

●用紙：責任ある木質資源や再生資源を使用したFSC®認証用紙
●インキ：環境配慮型インキ（植物油インキ or ノンVOCインキ）
●印刷：有害な廃液を排出しない水なし印刷

2024年 5月発行




